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特集

　いつも大変お世話になっております。

　整形外科の一分野として診療を行っている脊椎

部門ですが、この度センター化され、私が代表す

ることとなりました。橋本副院長、福田、そして今

年度は珍しく脊椎に興味を示すレジデントの高木

先生を含めた３人で構成されています。とはいえ実

際には他のすべての整形外科の先生方にも救急外

来等で遭遇した脊椎関連の患者さまを主治医とし

て担当して頂いたり、呼吸状態などが悪い患者さ

まには救急部の先生に併診頂いたり、また医師以

外にも多くのスタッフがかかわってきます。今回の

センター化には、そういったチーム医療的な立場

を再確認する意味もあると考えております。また多

くの患者さまは自宅退院が困難で転院となるため

関係医療機関の先生方にもお世話になっておりま

す。

　さて、昨年度の整形外科では８００を超える手

術治療が行われておりましたが、そのうち脊椎関

連は約１００例ありました。疾 患別では変性疾 患

が 約４割で、 頚 椎 / 腰 椎 疾 患に対 する除圧 主体

手術がそれぞれ２割弱、胸椎についても 5% 程度

行っておりました。それ以外はやはり外傷が多く、

頸椎の固定術が体外式も含めると 2 割程度、胸腰

椎が 3 割弱行われておりました。その他、化膿性

脊椎炎などにたいしてドレナージ併用の固定術な

どが 1 割弱を占めておりました。手術症例以外で

は、高齢 者の不安定性のない頚髄損傷や胸腰椎

の圧迫骨折、化膿性脊椎炎などの入院治療もそれ

なりに多かったと思います。高齢社会を反映した、

上位頸椎の骨折の主な原因が転倒など軽微な外傷

であったり、合併症を多く抱えた手 術適応患者、

安静臥床を強いることが望ましくないなど他分野

同様いろいろ課題はありますが、試行錯誤しなが

らの診療を行っております。

　今後ともどうぞよろしくお願い申し上げます。

脊椎脊髄センター長
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脊椎脊髄センターのご紹介
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仁誠会
クリニック黒髪 【診療科目】

　腎臓内科、内科

【一般外来】
　月～土　   　10：00 ～ 12：00

【外来透析時間】
　月～土　    　9：00 ～ 15：00
　夜間透析　月・水・金　23：00

【休診日】
　日曜日・祝日

【住所】
　〒 860-0862 熊本市中央区黒髪 6 丁目 29-37

【TEL】
　096-345-6533

【FAX】
　096-346-3388

◆貴院のアピールをお願いします
　昭和 56 年 8 月法人最初の透析クリニックとして開
院。平成 22 年 11 月仁誠会クリニック黒髪として新築
開院しました。高齢化に対応し、クリニックと通所リ
ハビリテーション、有料住宅ホームがひとつの建物に
同居し、高齢の方でも不安なく生活できる場になって
います。
　スタッフとともに「心ひとつ」の仁誠会の理念のもと、
日々成長できるよう努力し、また慢性腎臓病（CKD）、
生活習慣病、糖尿病の診療にあたり、地域医療にも貢
献させていただいております。

◆先生の趣味・お勧めスポットを教えて下さい
　最近、健康維持のために始めたヨガと読書と旅行で
す。コロナ自粛生活で遠方は難しいので阿蘇や山鹿方
面へ気分転換にドライブします。最近行った西原村の
boketto は森の中にレストランとギャラリーがあり、
とても癒されますのでお勧めです。

◆当院へのご要望をお聞かせ下さい
　透析患者さまや有料住宅ホーム、通所リハビリテー
ションの利用者さん、みなさま高齢化に伴い様々な合
併症をお持ちです。緊急性の高い症例や難しい症例に
も、いつでも迅速に対応していただき深く感謝してお
ります。また、腎臓内科の先生方（梶原部長先生、中
村先生）には急なシャントトラブルや透析導入、また
合併症にも高度の専門的なご加療をいただき厚く御礼
申し上げます。今後ともどうぞよろしくお願い致しま
す。
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歯科口腔外科（No.12）医学シリーズ
No.274

顎関節症について

最近のトピックス

国立病院機構熊本医療センター
歯科口腔外科医師

　　早
はや

川
かわ

　真
ま
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な

　あごの関節（顎関節）は、食事や会話など下顎運動の蝶つ
がいになる関節です。口を開けようとするとこめかみ付近が痛
い、口を動かすと「カクカク」「ザラザラ」「ギシギシ」音がする、
口が開きにくい、といった症状は顎関節症の症状です。顎関
節症は、❶ 咀

そしゃく

嚼する筋肉の障害、❷ 関節の周囲組織の障害、
❸ 関節円板（クッションの役割）の障害、❹ 骨の変形による
障害に分けられます。症状別にみるとそれぞれ、頬やこめか
みなどの筋肉に痛みを感じる、顎関節に痛みを感じる（捻挫
に似た症状）、関節円板の位置がズレたことに
よりスムーズな顎運動ができない、長期間持続
した顎関節への強い負担による骨の変形で「ザ
ラザラ」「ギシギシ」音がする、といった症状
がみられます。

　従来、かみ合わせが原因と考えられてきましたが、その他
にも上下の歯の接触癖（TCH）、食いしばり、日常生活の習慣（姿
勢の悪さ、頬杖、スマートフォンやパソコンなどでの長時間に
およぶ操作など）、精神的な問題やストレス、大開口などさま
ざまです。ほとんどの人が何かに当てはまりますが、どの原因
がどのくらいあれば発症するかは個人差があります。総合的
耐久力があるかどうかで発症するかが決まるということです。

　重要なことは患者さま自身が原因と考えられる日常行動を
改善していくことです。まずは TCH を見直してみませんか。
筋肉の緊張があると上下の歯は接触しますが、リラックスした
状態では上下の歯はかみ合うことはありません。意識して上下
の歯を数 mm 離してみましょう。そのほかに症状に合わせて
薬物療法として消炎鎮痛剤や筋

きん

弛
し

緩
かん

薬
やく

の使用、顎関節の負
担を軽減させるためのマウスピース治療、理学療法としてマッ
サージ、ホットパックや低周波治療、運動療法としてストレッ
チなどを行います。それでも症状が改善しない場合は、外科
療 法 や かみ合わ せ 治
療を行います。

　食事や会話は日常生
活で重要な行動です。
楽しく充実した生活を
送るために、生活習慣
を見直して発症を予防
しましょう。

日常生活の指導について
　顎関節症の症状が出始めた時期は関節や筋肉に負担がかか
らないように安静にする必要があります。多くの場合は上下の
歯が長時間接触していることによる筋肉や周りの組織の疲労
が起きています。まずは意識して上下の歯を数 mm 離すよう
にしてみましょう。その他、症状がある場合の日常生活での
注意点について紹介します。

食事での注意点
❶ 硬いものは控える
　 （例…フランスパン、するめ、おせんべいなど）

❷ 食事は両側の奥歯を使って嚙む
❸ 長時間ガムを噛まない

寝るときの注意点
❶ うつぶせなどのような顎に負担がかかる姿勢で寝ない
❷ かたく高い枕はやめて低い枕を使う

スポーツについての注意点
❶ 他人と接触するスポーツは打撲によって症状を悪化させる
　 ことがあるため控える
❷ ウインタースポーツは寒さにより痛みが増強することがある
　 ため控える
❸ ウエイトトレーニングは顎に力が入るため控える

その他
❶ 食いしばったり力の入る動作はしない
❷ 頬杖をつかない
❸ カラオケや発声練習など大きく口をあける
　 ことは控える
❹ 長時間の歯科治療は控える
❺ 作った入れ歯はかみ合わせを安定させるため
　 にきちんと装着する
❻ 管楽器を演奏するときの姿勢や顎の位置が
　 顎関節を痛めることがあるため注意する

　症状が安定してきたり軽くなってきたら、無理のない力でス
トレッチなどを行いましょう。症状を繰り返す場合は日常生活
を振り返り、思い当たる点は意識して注意してみてください。
気になる症状や治療の方法については自己判断せず歯科医師
に相談しましょう。
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　こんにちは。研修医一年目の渡邊崇と申します。大分大学医

学部を卒業し、4月より熊本医療センターにて初期臨床研修をさ

せて頂いております。自分は出身も大学も熊本県ではないため、

熊本県で働くことにとても不安を抱いていました。更に昨今の新

型コロナウイルスによる影響もあり、同期の仲間達や、他の先

生方との交流の機会もなかなか少ないため、良好なコミュニケー

ションを築けるのか、という心配もありました。しかし、熊本県

の人の良さでしょうか、同期もスタッフの方々もとても優しい方

ばかりで、皆さんに助けられながらなんとか充実した研修生活を

送ることが出来ています。

　病院での実務は、病棟業務や手技が何も分からない状態での

スタートでしたが、先生方やスタッフの方に何でも親切に教えて

頂けるので、日々の研修をしていくうちに、少しずつ成長してい

く自分がいるので毎日がとても楽しいです。自分は消化器内科で

のスタートでしたが、特に腹部エコーは｢今日はこれをきれいに

写すぞ｣という明確な目標を持ち日々の検査に取り組む事で、苦

手だった物に自信がつき、実りある研修となりました。消化器

内科で研修したことで、与えられた物だけ学ぶのではなく、どこ

か小さい部分でも学びになる物を探すことでやり甲斐は得られる

と痛感しました。そういった初心をいつまでも忘れずに頑張りた

いと思います。

　これからたくさんの診療科で研修させて頂く中で、みなさんに

ご迷惑をおかけしてしまうことも多々あるかと思いますが、どう

かご指導のほど、よろしくお願いいたします。

臨床研修医

渡邊　崇
わたなべ　たかし

臨床研修医

矢野　祐子
やの　ゆうこ

　こんにちは。研修医1年目の矢野祐子と申します。熊本大学

を卒業し、4月から熊本医療センターで初期臨床研修をさせてい

ただいています。新しい環境で、社会人としても不慣れなことが

多くありました。あっという間に2ヶ月がたち、救急科の研修が

終わってしまいました。

　最初は電子カルテの使い方やオーダーの出し方、処方の仕方に

慣れておらず、時間ばかりかかっていました。基本的なことを覚

えるのに精一杯で、指導医の先生や研修医 2年目の先生、看護

師さんなどたくさんの方にご迷惑をおかけして、その都度丁寧に

指導していただきました。

　学生の時に救急外来の病院見学にきた際に目にしてはいまし

たが、実際に自分で診察してみると戸惑うことが多く苦労しまし

た。どのような検査が必要かをある程度短い時間で考えるのは

大変でした。採血項目を選んだり、画像をとる範囲を選んだり、

小さなことにも悩みは尽きませんでした。最初は自分に務まるの

か不安な気持ちでやっていましたが、最近ではファーストタッチ

を少しは落ち着いてできるようになってきたように思います。総

合診療科外来での研修も平行して行っていました。こちらでも問

診と診察から鑑別を考え、どのような検査が必要かを考える機

会をたくさん持つことができました。

　今週からは麻酔科の研修が始まります。また新しいことばか

りの日々に戻りますが、6週間後には自分で成長を感じられるよ

うに毎日を過ごしていけたらと思っています。

　これからも様々な診療科で研修させていただきます。まだまだ

余裕もなくご迷惑をお掛けすることばかりですが、毎日少しずつ

でも成長したいと思っています。今後ともご指導ご鞭撻のほどよ

ろしくお願いいたします。

臨床研修医

山添　友衣雅
やまぞえ　ゆいか

　こんにちは。

　研修医1年目の山添友衣雅と申します。

　大分大学医学部を卒業し、4月から国立病院機構熊本医療セ

ンターで初期臨床研修をさせていただいています。

　循環器内科での研修からスタートし、6週間が経ちました。指

導医の先生方をはじめ、病棟業務や検査などで関わる様々なス

タッフの方々に手取り足取り教えていただき、出来ることが少し

ずつ増えてきました。

　循環器内科の先生方は教育熱心な先生ばかりで実際の心臓カ

テーテルによる治療中の手技も経験させていただき大変勉強に

なりました。また病棟のスタッフのみなさんにとても親切にして

いただき、安心して業務に取り組むことができました。循環器内

科での研修が最終日となる日にこの原稿を書いていますが、本

当によくしていただいたので、とても寂しく思います。

　次は消化器内科で研修をさせていただく予定ですが、循環器

内科で学んだことをしっかり活かしながら、また新たな気持ちで

学び少しずつでも一人前の医師に近づいていけたらと思います。

　まだまだ目の前の事に必死で、自分の手技の出来に一喜一憂

する日々ですが、切磋琢磨できる素晴らしい同期にも恵まれ、同

期と話すことでいつも励まされています。互いに助け合いながら

実りある2年間にしたいと思います。

　今後ともご指導のほどよろしくお願いいたします。
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放射線治療（外照射）の制限についてのお知らせ
　令和 3 年 4 月 19 日より外照射放射線治療装置（リニアック）の撤去・更新作業を行っております。
　そのため 2 月下旬から放射線治療患者さまの制限をせざるを得なく、現在は全ての外照射がストップいた
しております。放射線治療患者さまをご紹介いただいている連携各施設には多大なるご迷惑をおかけしてお
り、大変申し訳ございません。ご協力の程宜しくお願いいたします。
　10 月初旬から True Beam という最高峰のリニアックでの稼動を予定しております。これまで以上の精度
管理を行い、安心安全かつ高精度の放射線治療を目指します。
　今後とも患者さまのご紹介ならびにご指導ご鞭撻の程宜しくお願い申し上げます。
　　　
　令和 3 年 8 月

放射線治療科部長

冨
とみ

髙
たか

 悦
えつ

司
し

＝新型コロナウイルス感染症拡大防止に伴う研修会中止のお知らせ＝

研修センター
QR コード▶

研修へのお問い合わせはこちら
国立病院機構熊本医療センター
地域医療研修センター（096）353-3515（直通）

なお、今後の感染状況や熊本県の動向を踏まえて、変更させていただく場合がありますので、

最新の情報は当院ホームページ等でご確認をお願いいたします。

　新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、9月までの下記研修会を中止とさせていただいております。

ご迷惑をおかけして大変申し訳ございませんが、何とぞご理解くださいますようお願いいたします。

8月16日（月） 第 270 回 月曜会（内科症例検討会）

8月25日（水） 第 183 回 救急症例検討会

9月 4日（土） 第 44 回 診断と治療　－最新の基礎公開講座－

9月11・12日（土・日） 第 10 回 すべてのナースのためのエンド・オブ・ライフ　－ ELNEC-J in KMC －

9月13日（月） 第 271 回 月曜会（内科症例検討会）

9月22日（水） 第 184 回 救急症例検討会　特別講演
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